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研究課題の概要 

 植物のもつ生物実験系としての特質と近年進展の目覚ましい分子遺伝学・分子生物学的

手法を活用して、植物の環境応答機構や形態形成機構を遺伝子レベルで理解することは、

植物に新たな形質を付与したり、植物のもつ多様な能力を引き出して利用するための基盤

技術の開発にとって不可欠である。本研究は、植物の環境応答・細胞内シグナル伝達、お

よびそれらに基づく環境ストレス応答・耐性獲得機構を遺伝子・分子レベルで明らかにす

るとともに、植物の発生・分化と形態形成を規定している遺伝的プログラムと環境因子と

の相互作用に関して分子レベルでの理解を深め、植物の環境応答と形態形成の相互調節ネ

ットワークを解明することを目的とする。 
 
（１）総評 

 植物ホルモンのシグナル伝達を中心に、世界的に高く評価された研究成果が多数あり、
質・量とも研究経費以上の成果が得られた素晴らしい研究プロジェクトとなった。グルー

プ間の連携にわずかながら改善の余地が見られるものの、中間評価で指摘された環境・形
態形成研究のリンクも改善されている。今後の植物の成長の人為的制御を可能とする分子

的基盤を確立した研究であると高く評価できる。研究過程で生み出されたツール・データ
を一般の研究者に公開することで、植物研究分野の活性化が図られることを期待する。 

＜総合評価：ａ．非常に優れた成果が得られた研究であった＞ 
 

（２）評価結果 
①目標達成度 
第Ⅱ期は第Ⅰ期に比較して大きく前進し、当初の目標を超えた展開があった。また、特

許等の副次的な成果も多い。多数の研究者による分担研究であるので、全ての研究者が当
初の目標を達成することは不可能と思われるが、全体のプロジェクトを概観すると、光、

有害ストレス、植物ホルモンに対する応答に絞って研究が進められ、研究計画の目標を達
成していると考えられる。 

 
②研究成果 

植物ホルモンのシグナル伝達を中心に世界的に認められたレベルの高い論文や、基礎的
知見に基づく特許が数多く申請されており、優れた成果を挙げた研究と評価できる。日本

の研究者グループが世界をリードする先端的な研究を推進している点で非常に画期的であ
る。数々の基礎的研究成果は、育種など重要な応用研究の発展につながるものであると考

えられる。研究成果やツール（特にシロイヌナズナ・アレイ解析データベース）が、一般
の研究者に利用しやすい形で公開されることを期待する。 

 
 



③研究計画 
広範な研究領域をカバーしているため計画の一貫性を打ち出すことは難しかったと思わ

れるが、研究代表者が分担研究者と調整し、無理のない研究計画を作成していたことが数々
の優れた成果を挙げることにつながった。高く評価できる。 
 

④研究体制 
一部に十分な成果の得られていない研究も見られたが、全体としては代表者の指導性が

十分に発揮された研究であると評価できる。内部での競争があったこともプラス要因とな
り、これだけの人数の研究としてはうまくまとめられている。情報交換の面ではわずかな

がら改善の余地が見られ、また各研究者の本研究課題に対するエフォートについても、よ
り明確に打ち出すべきであったと考えられる。より協力的に研究を推進することで、更な

る飛躍が期待できる。 
 

⑤中間評価の反映 
第Ⅱ期に入り課題絞り込みや担当者の入れ替えを行うなど、テーマの重点化（焦点の絞

り込み）をはかり、また研究の方向性を明確化し、成果を挙げたと評価できる。中間評価
で指摘された環境・形態形成研究のリンクについても、まだ十分とは言えないものの大き

く改善されている。 
 
 

（３）評価結果 
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